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平成３０年度～令和２年度 厚生労働科学研究費補助金 
（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（健やか次世代育成総合研究事業）） 

妊娠初期の感染性疾患スクリーニングが母子の長期健康保持増進に及ぼす影響に関する研究 

 

分担研究報告書 

日本の母子保健データ活用の課題 

 研究分担者 中川 慧 大阪大学 大学院医学系研究科 産科学婦人科学教室  助教 

  上田 豊 大阪大学 大学院医学系研究科 産科学婦人科学教室 講師  

 

我が国の母子保健は 1937年に制定された母子保健法に基づき、「母性並びに乳児及び幼児の

健康の保持及び増進を図るため、母子保健に関する原理を明らかにするとともに、母性並びに乳

児及び幼児に対する保健指導、健康診査、医療その他の措置を講じ、もって国民保健の向上に寄

与すること」を目的として、妊婦健康診査や乳幼児健康診査など各種の事業が行われてきた。こ

のような事業や医療レベルの向上により世界有数の乳児死亡率・妊産婦死亡率の低率国となって

いる。1-4）一方で少子化・核家族化の進行・女性の社会進出などによる子どもを生み育てる環境

が変化してきており、子育ての孤立化・子育て困難感など新たな問題が出現している。このよう

な問題から母子保健に対するニーズが医療提供体制の充実や子育て支援、子ども・妊産婦の心身

の健康に対する保健・福祉へ変化しつつある。 

こうした動きに加えて国においては人生 100年時代を見据えた健康寿命の延伸という目標が

掲げられ、データヘルスの活用が検討されており、人生の始まりである妊娠期・乳幼児期の心身

の健康データが重要視されている。一方で妊産婦・乳幼児健診では自治体が主体となり事業を行

うため、その調査項目や記録の方法は統一されておらず、人口規模も様々であることから自治体

毎にばらつきがある。また、体系的に健診結果を収集、記録している自治体においても保健事業

の評価や立案に十分に活用されているとは言い難い。厚生労働省においては平成 30年にデータ

ヘルス時代の母子保健情報の利活用に関する検討会の中間報告書を取りまとめ、母子が自分の健

診情報を閲覧し、将来の自身の健康行動に寄与することができるような仕組みづくりを目指すこ

ととなった。3,5）データの収集方法、保存年限や、ビッグデータとしての活用方法と個人情報の

問題など課題はあるが、今後国民の健康に寄与するシステム整備が期待される。 
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